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コメディカル（全職種）参加型短期滞在鼠径ヘルニア手術
日本外科系連合学会誌.34(4),695-696,2009.



№ 著 者 題 名 ・ 掲 載 誌

30

江崎泰斗、高島淳生、山崎健太郎、
森脇俊和、三宅泰裕、勝又健次、
山下啓史、福永　睦、加藤誠之、
文田壮一、兵頭一之介

大腸癌既治療例のFOLFIRI/FOLFOXとベバシズマブ併用に関
する多施設調査研究　中間報告
日本癌治療学会誌.44(2),544,2009.

31

合田文則、飯島正平、蟹江治郎、
西口幸雄

【静脈・経腸栄養UPDATE2009】経腸栄養　栄養剤の形状と
用語の統一
臨床栄養.114(6),645-650,2009.

32
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